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期

日

平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日
（
金
）

場

所
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育
庁
教
育
委
員
会
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会
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議
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議
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第
一
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平
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年
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青
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学
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学
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選
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本
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針
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…
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…
…
…
…
…

２

議
案
第
二
号

平
成
二
十
九
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
案

…
…
…
…
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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５

議
案
第
四
号

青
森
県
文
化
財
保
護
審
議
会
臨
時
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６

四

そ
の
他

平
成
二
十
八
年
度
末
で
閉
校
と
な
る
岩
木
高
等
学
校
の
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

７

県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
に
係
る
請
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に
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い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
別
紙

青
森
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
計
画
基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

８

五

閉

会



報
告
第
一
号

議
案
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て

知
事
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
左
記
議
案
に
つ
い
て
、
緊
急
を
要
す
る
た
め
、
青
森
県
教
育
委
員
会
の
事

務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
長
に
お
い
て
臨
時
に
代
理
し
、
原
案

に
同
意
し
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
し
ま
す
。

記

一

青
森
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

二

青
森
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
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議

案

第

一

号

平

成

二

十

九

年

度

青

森

県

立

中

学

校

入

学

者

選

抜

基

本

方

針

案

平

成

二

十

九

年

度

青

森

県

立

中

学

校

入

学

者

選

抜

基

本

方

針

を

次

の

よ

う

に

定

め

る

。

平

成

二

十

九

年

度

青

森

県

立

中

学

校

入

学

者

選

抜

基

本

方

針

一

県

立

中

学

校

の

通

学

区

域

は

、

県

下

一

円

と

す

る

。

二

入

学

者

の

選

抜

は

、

小

学

校

で

の

学

習

や

日

常

生

活

を

通

し

て

身

に

付

け

た

力

、

学

習

に

対

す

る

意

欲

な

ど

を

、

筆

記

に

よ

る

適

性

検

査

、

面

接

、

調

査

書

を

組

み

合

わ

せ

て

、

総

合

的

に

評

価

し

、

行

う

も

の

と

す

る

。

三

選

抜

に

当

た

っ

て

は

、

県

立

中

学

校

に

お

い

て

入

学

者

選

抜

委

員

会

を

設

け

、

公

正

に

行

う

も

の

と

す

る

。
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議
案
第
二
号

平
成
二
十
九
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
案

平
成
二
十
九
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
度
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
基
本
方
針

青
森
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
入
学
者
の
選
抜
は
、
こ
の
方
針
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。

入
学
者
の
選
抜
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
で
、
各
高
等
学
校
及
び
学
科
の
特
色
に

応
じ
、
能
力
・
適
性
、
意
欲
、
努
力
の
成
果
な
ど
を
様
々
な
観
点
か
ら
評
価
し
、
適
正
に
選
抜
さ
れ
る
よ
う
実
施
す
る
も
の
と
す

る
。

一

高
等
学
校
の
通
学
区
域
は
、
県
下
一
円
と
す
る
。

二

全
日
制
の
課
程
及
び
定
時
制
の
課
程
の
入
学
者
の
選
抜
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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出
願
は
、
一
人
、
一
校
一
学
科
・
コ
ー
ス
（
部
）
に
限
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
学
科
間

(一)
等
で
第
二
志
望
を
認
め
る
。

選
抜
は
、
中
学
校
の
校
長
か
ら
提
出
さ
れ
る
調
査
書
（
以
下
「
調
査
書
」
と
い
う
。
）
、
青
森
県
教
育
委
員
会
が
実
施
す

(二)
る
学
力
検
査
の
成
績
、
各
高
等
学
校
で
行
う
面
接
の
結
果
及
び
各
高
等
学
校
が
定
め
る
選
抜
資
料
等
に
基
づ
い
て
、
一
般
選

抜
と
特
色
化
選
抜
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
高
等
学
校
の
入
学
者
の
選
抜
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
連
携
型
入
学
者
選
抜

(三)
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
調
査
書
及
び
学
力
検
査
の
成
績
以
外
の
資
料
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

合
格
者
数
が
募
集
人
員
に
満
た
な
い
学
科
等
に
お
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
再
募
集
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(四)
三

通
信
制
の
課
程
の
入
学
者
の
選
抜
は
、
調
査
書
又
は
入
学
出
願
資
格
に
関
す
る
証
明
書
等
に
基
づ
い
て
行
い
、
学
力
検
査
は

実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。

四

青
森
県
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
学
力
検
査
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

実
施
教
科
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）
の
五
教
科
と
す
る
。

(一)

各
教
科
の
学
力
検
査
問
題
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
と
す
る
。

(二)
五

選
抜
に
当
た
っ
て
は
、
各
高
等
学
校
に
お
い
て
入
学
者
選
抜
委
員
会
を
設
け
、
公
正
に
行
う
も
の
と
す
る
。
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議
案
第
三
号

県
立
高
等
学
校
の
学
科
の
廃
止
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
県
立
高
等
学
校
の
学
科
を
廃
止
す
る
。

記

一

学
校
名
、
課
程
及
び
廃
止
す
る
学
科

二

廃
止
の
時
期

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

（
た
だ
し
、
廃
止
の
日
に
当
該
学
科
に
在
学
す
る
者
が
当
該
学
科
に
在
学
し
な
く
な
る
日
ま
で
の
間
、
存
続
す
る
も
の

と
す
る
。
）

青
森
県
立

学

八

戸

水

産

校

高
等
学
校 名

全

日

制

の

課

程

課

程

情

報

通

信

科

学

科
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議

案

第

四

号

青

森

県

文

化

財

保

護

審

議

会

臨

時

委

員

の

人

事

に

つ

い

て

青

森

県

文

化

財

保

護

審

議

会

臨

時

委

員

の

人

事

を

次

の

と

お

り

行

う

。

月

舘

敏

栄

青

森

県

文

化

財

保

護

審

議

会

臨

時

委

員

を

委

嘱

す

る

任

期

は

平

成

二

十

八

年

六

月

十

七

日

か

ら

糠

塚

福

聚

山

大

慈

寺

に

関

す

る

調

査

審

議

が

終

了

し

た

と

き

ま

で

と

す

る

平

成

二

十

八

年

六

月

十

七

日

青

森

県

教

育

委

員

会
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[その他]                            学校教育課 

                                学校施設課 

 

平成２８年度末で閉校となる岩木高等学校の校舎の利活用について 

 
１ これまでの検討経緯 

（１）岩木高校・弘前中央高校統合準備委員会報告書（平成２７年２月） 
「校舎はまだ新しいので、解体するのはもったいない」 
「跡地利用するのか、早急に検討し示してほしい」 

（２）弘前第一養護学校における教育環境上の課題 
・既存校舎の老朽化解消のための改築・改修工事が必要となるが、工事期間中

の移転場所が無い。 
・敷地が狭隘であり、駐車場が不足している。 
・市中心部（弘前市役所）から１２．４ｋｍ離れており、移動に時間を要し、

産業現場等における実習（例：週１通年実施、短期間実習）の効果的な実施

が難しい。 
・公共交通機関の本数が少なく、通学の利便性がよくない。 

（３）岩木高等学校校舎の技術調査の実施（平成２７年６～９月） 
柱や梁等の躯体の状況から、学校として継続使用することが可能であること

を確認。 
（４）関係者からの意見聴取（～平成２８年４月） 

 弘前第一養護学校高等部校舎について、現敷地内での改修や増改築を検討し

ているが、工事期間中の移転場所が無いこともあり、平成２８年度末で閉校す

る岩木高等学校校舎の利活用を含めて検討する必要がある旨、関係者に説明。

（説明に対する主な意見） 
 ・通学の利便性が向上する。 
 ・災害時の避難所等として利用できる。 

 
２ 検討結果 

 弘前第一養護学校の教育環境の充実に向け、関係者の意見も含めて総合的に検討

し、 
① 高等部を岩木高等学校の校舎に移転することで、市中心部から約２ｋｍに

位置することとなり、事業所等へのアクセスが改善されること、また、障害

者就労・生活支援センターに隣接することから、産業現場等における実習時

間が確保されるなど、教育活動全般の充実が図られる。 
② 弘前第一養護学校の既存校舎では、高等部が移転することにより生じる空

き教室を改修工事期間中の移転場所として活用することで、改修工事で生じ

る小中学部の児童生徒への負担を軽減できる。 
   また、改修工事完了後には、不要となる老朽校舎を解体することで、駐車

場スペースを拡張できる。 
など、大きな効果が見込まれることから、平成２８年度末で閉校となる岩木高等学

校の校舎を弘前第一養護学校高等部校舎として利活用する。 
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［その他］

青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針（案）について

（地区懇談会及びパブリック・コメントの実施状況（速報））

１ 実施目的

青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針（案）の内容について、広く県民に周

知するとともに意見を伺い、平成２８年８月に予定している基本方針決定に向けた検

討の参考とするため、地区懇談会及びパブリック・コメントを実施する。

２ 実施状況

（１）地区懇談会

ア 西北地区【五所川原市】(5/23)［参加者 26人 報道 3社（3人）発言者 3人］

※アンケート回収率 80.8％（ 26人中 21人回答）

イ 中南地区 【弘前市】(5/24)［参加者 17人 報道 2社（2人）発言者 3人］

※アンケート回収率 52.9％（ 17人中 9人回答）

ウ 下北地区 【むつ市】(5/26)［参加者 14人 報道 2社（2人）発言者 4人］

※アンケート回収率 64.3％（ 14人中 9人回答）

エ 上北地区 【三沢市】(5/27)［参加者 17人 報道 2社（2人）発言者 5人］

※アンケート回収率 70.6％（ 17人中 12人回答）

オ 東青地区 【青森市】(6/ 1)［参加者 14人 報道 1社（1人）発言者 2人］

※アンケート回収率 78.6％（ 14人中 11人回答）

カ 三八地区 【八戸市】(6/ 3)［参加者 23人 報道 3社（3人）発言者 5人］

※アンケート回収率 78.3％（ 23人中 18人回答）

◆ 通算 ［参加者111人 報道13社(13人) 発言者22人］

※アンケート回収率 72.1％（111人中 80人回答）

（２）パブリック・コメント

ア 期間 ５月１２日～６月１０日（３０日間）

イ 提出件数 ３件

３ 主な意見

○ 重点校や拠点校では先進的な取組が行われるが、それ以外の学校では先進的な取

組が行われないのではないかといった印象を受ける。

○ グローバル教育の重要性が増す中、グローバル教育のモデルとなるような取組を

進める学校があれば、他校にも良い影響を与えるのではないか。

○ 併設型中高一貫教育の新たな導入については、慎重に判断すべきではないか。

○ 学校配置等の具体案については、十分な時間をかけて、各地域からの要望や意見

を聞いていただきたい。
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［その他］ 別 紙

県立高等学校教育改革に係る請願について

１ 「青森県立青森北高等学校今別校舎存続について」の件

・請願者住所 青森県東津軽郡今別町大字今別字西田２５８

・請願者氏名 青森県立青森北高等学校今別校舎後援会

会長 成田 精市 外２名

・受理年月日 平成２８年６月１３日
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 参 考 資 料 

                            議案第３号関係 

 

県立高等学校の学科の廃止について 

 

 

１ 県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】の状況 

 ・ 県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】においては、各年度の中学校

卒業者数の減少に応じ、計画に基づく学級減や募集停止を行ってきたところで

あり、平成２９年度は、八戸水産高等学校及び八戸商業高等学校の学級減（各

１学級）、弘前実業高等学校藤崎校舎の募集停止を予定している。 

・ 三八地区においては、平成２９年３月の中学校卒業予定者数が第３次実施計

画【後期】策定時（平成２４年１１月）の見込みに比べ、１学級分（４０人）以

上減少の幅が小さいことから、中学生の志望状況等を踏まえ、八戸水産高等学校

の学級減（１学級）を実施し、八戸商業高等学校の学級減（１学級）は、平成 

３０年度に実施する。 

 

２ 学科の廃止の内容 

○ 八戸水産高等学校 

＜改編前＞  ＜改編後＞ 
海洋生産科（１ＣＬ）  海洋生産科（１ＣＬ） 
水産食品科（１ＣＬ）  水産食品科（１ＣＬ） 
水産工学科（１ＣＬ）  水産工学科（１ＣＬ） 
情報通信科（１ＣＬ）  ［募集停止］ 

３学科３学級 ４学科４学級  

情報通信科の海上無線に関する教育内容は、他学科において引き続き学習し、 

生徒が必要とする資格を取得できるよう対応する。 
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※ 参考 

１ 県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】関係 

 ○ 八戸商業高等学校（平成３０年度実施分） 

     ３学科４学級            ２学科３学級 

 

○ 弘前実業高等学校藤崎校舎（平成２９年度実施分） 

中南地区においては、中学校卒業予定者数が第３次実施計画【後期】策定時

（平成２４年１１月）の見込みと大きな変化はなく、また、弘前実業高等学校

藤崎校舎のりんご栽培教育が柏木農業高等学校に引き継がれていることから、

計画どおり平成２９年度に募集を停止する予定である。 

 

２ その他 

○ 金木高等学校市浦分校（五所川原市立） 

   設置者である五所川原市において、平成２９年度に募集停止することを決定

している。 

＜改編前＞  ＜改編後＞ 
商業科  （２ＣＬ）  商業科  （２ＣＬ） 
国際経済科（１ＣＬ）  ［募集停止］ 
情報処理科（１ＣＬ） 情報処理科（１ＣＬ） 
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